


桃山学院教育大学
Thesaurus Universitatis
だいがくのたから

桃山学院教育大学がめざす「人間教育」

本学の象徴でもあるエレノアホール

自己実現
一人ひとりの可能性を全面的に開
花、実現させる。外からの指導や支
援により、本人に自分自身の可能性
に気づかせる。

生きる力
自分に固有の人生を生き抜く力を
つけて内面的な「我の世界」を生き
る。それを土台に、「我々の世界」（世
の中）の生き方を考えていく。

習得・活用・探究
さまざまな知識や技能を習得（学力
保障）した上で、思考力、判断力、課
題意識など、知識や技能が働くため
の高次で複合的な力を身につけ（成
長保障）、自己の探究へと向かう。



人
間
教
育　

―

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
教
育
」
、「
学
生
の
成
長
度
№
１
」
を
め
ざ
し
て―

　

2
0
1
8
年
4
月
、
プ
ー
ル
学
院
大
学
を
継
承
し
、

桃
山
学
院
二
つ
目
の
大
学
と
し
て
開
設
し
た
。
4
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
特
別
支
援
教
育
・
日
本
語
教
員
養
成
・
教
育

相
談
実
践
基
礎
・
部
活
動
指
導
者
養
成
）
を
設
け
、
教

育
現
場
が
直
面
す
る
多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
教
員

養
成
の
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

本
学
の
教
育
活
動
の
原
点
は
「
人
間
教
育
」
で
あ
る
。

こ
の
心
的
な
宝
で
あ
る
「
人
間
教
育
」
を
本
学
の
「
だ
い

が
く
の
た
か
ら
」
と
し
て
紹
介
す
る
。

　

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
教
育
を
め
ざ
し
て
、
1
年
次
か

ら
少
人
数
制
の
演
習（
ゼ
ミ
）を
必
修
と
し
、
参
加
型
授
業

を
通
し
て
、
自
発
的
な
問
題
解
決
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

力
や
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
を
養
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

演
習
担
当
の
専
任
教
員
が
チ
ュ
ー
タ
ー
（
担
任
）
と
な
り
、

進
路
や
特
性
に
応
じ
、
履
修
計
画
や
学
生
生
活
な
ど
幅
広

く
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
チ
ュ
ー
タ
ー
会
議
で
情
報
を
共
有

す
る
な
ど
、
大
学
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
人
間
教
育
」
と
は
、
知
識
や
技
術
、
文
化
、
社
会
の

営
み
の
継
承
、
人
間
と
し
て
の
心
の
継
承
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教
師
自
身
が
、
広
い
心
と
人

間
的
魅
力
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
子
ど
も
や
保
護
者

と
真
剣
に
向
き
あ
い
、
多
少
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
、
諦

め
な
い
。
目
の
前
に
居
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
、
共
に
成
長

へ
歩
み
を
進
め
る
。
多
様
性
を
受
け
容
れ
、
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
教
育
を
現
実
の
も
の
と
す
る
。
そ
ん
な
熱
意
あ

ふ
れ
る
教
師
た
ち
が
、
全
国
で
羽
ば
た
く
姿
を
描
い
て
い
る
。

　

本
学
は
「
人
間
教
育
」
を
具
現
化
す
る
た
め
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
タ
フ
な
主
体
性
、
豊
か
な
人

間
性
、
深
い
共
感
性
を
育
成
す
る
人
間
教
育
を
土
台
に

「
7
つ
の
や
く
そ
く
〜
す
べ
て
の
始
ま
り
は
挨
拶
か
ら
〜
」

や「
桃
教
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」（
本
学
が
育
成
す
る「
教
師
力
」、

5
つ
の
力
・
15
の
指
標
・
30
の
項
目
例
）
を
定
め
て
い
る
。

　
「
こ
こ
で
変
わ
る
。
自
分
も
、
未
来
も
。」、
学
生
の
成

長
度
№
１
を
め
ざ
し
て
。
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表 紙 ： スナップエンドウ
マメ科の1、２年草であるエンドウの一品種。4月から6月に
収穫し、グリーンピース大の実をさやごと食べます。「snap
（ポキッと折れる音）」の名の通り、パリッとした食感が特徴
です。スナックエンドウとも呼ばれますが、1983年に農林水
産省は正式名称を「スナップエンドウ」としました。

＊ 表紙デザインでは教育・成長・向上を植物になぞらえ、1年ごとに
さまざまな種・葉・花・実を紹介します。5月号からは新しく実のシ
リーズが始まります。

寄
稿 

　
私
立
大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
考
え
る

　
　

―

女
性
研
究
者
支
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の
現
状
か
ら
見
え
た
私
大
特
有
の
課
題
と
展
望―

　
阪
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﹇
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０
２
２
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﹈
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―

ス
ポ
ー
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Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「ｒｅ
輪
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企
業
連
携
活
動
に
よ
って

　
　
　
得
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れ
た
成
果
を
対
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と
し
て―

　
草
薙
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太
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〜
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〜
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イ
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》
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イ
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光
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イ
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イ
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サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト

岩
切 

正
一
郎
　
国
際
基
督
教
大
学
学
長

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
は「
文
理
融
合・横
断
」の
最
た
る

も
の
だ
が
、「
文
」に
せ
よ「
理
」に
せ
よ
、そ
の
基
盤
に

あ
る
の
はscience

（
語
源
は
ラ
テ
ン
語
のscio

：

知
る
）。知
り
た
い
、と
い
う
情
熱
が
大
学
を
支
え
て
い

る
。そ
の
情
熱
が
形
と
な
る
に
は
、ア
ー
ト
が
不
可
欠

だ
。ま
だ
語
ら
れ
て
い
な
い
も
の
、気
づ
か
れ
て
い
な
い

も
の
を
認
識
可
能
な
存
在
へ
変
形
さ
せ
る
ア
ー
ト（
技

術・芸
術・学
術
）。大
学
で
は
何
か
ら
何
へtransform

す
る
の
か
。そ
の
答
え
に
大
学
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
る
。
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１
． 「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」「
成
長
分
野
」と
い
う
呪
文

昨
年
５
月
に
出
さ
れ
た「
教
育
未
来
創
造
会
議
」第
一
次
提
言

で
は
、自
然
科
学（
理
系
）分
野
を
専
攻
す
る
学
生
を
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
５
割
程
度
へ
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、さ
ま
ざ

ま
な
方
向
性
、施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。そ
の
背
景
と
し
て
、

２
０
３
０
年
に
は「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」が
54
・
５
万
人
不
足
す
る

こ
と
、日
本
の
自
然
科
学
分
野
の
専
攻
学
生
割
合
は
35
％
に
留
ま

り
、近
年
多
く
の
諸
外
国
が
理
工
系
の
学
生
数
を
増
や
す
中
、日

本
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
等
の「
成
長
分
野
」への
大
学
等
の
再
編
を

進
め
、再
編
に
向
け
た
初
期
投
資
や
開
設
年
度
か
ら
の
継
続
的
支

援
、す
べて
の
学
生
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
向
け
た
、デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
促
進
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
た
形
で
、文
部
科
学
省
に
お
い
て
も
具
体
的

な
事
業
計
画
が
検
討
さ
れ
、中
で
も「
成
長
分
野
を
け
ん
引
す

る
大
学
・
高
専
の
機
能
強
化
に
向
け
た
基
金
に
よ
る
継
続
的
支

援
」事
業
は
、２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）度
第
２
次
補
正
予
算
で
、

３
０
０
２
億
円
と
い
う
大
型
予
算
が
認
め
ら
れ
た
。本
事
業
の
背

景
・
課
題
の
説
明
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
度
的
な
進
展
」「
デ

ジ
タ
ル
化
等
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
教
育
・
人
材
育
成
に

お
け
る
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
」「
大
学
等
が
予
見
可
能

性
を
も
って
大
胆
な
組
織
再
編
に
取
り
組
め
る
安
定
的
な
支
援
の

必
要
」な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

理
工
系
学
生
数
は
２
０
０
０
年
で
54
・
９
万
人
だ
っ
た
の
が

２
０
２
１
年
に
は
46
万
人
と
減
少
し
て
い
る
が
、同
時
に
18
歳
人
口

は
減
少
局
面
に
突
入
し
、２
０
４
０
年
に
は
約
88
万
人
ま
で
減
り
、

2 

学
び
の
継
続

高
等
教
育
の
未
来
を
真
に
創
造
す
る
た
め
に

西
原 

廉
太
　
立
教
大
学
総
長
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大
学
進
学
者
数
自
体
が
約
51
万
人
ま
で
減
少
す
る
予
測
が
あ
る
。

一
方
で
大
学
進
学
者
急
増
期
に
大
幅
に
増
え
た
大
学
数
、定
員

数
は
変
わ
ら
ず
、理
工
系
、と
り
わ
け「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」と
な
る
学

生
数
を
増
や
す
た
め
に
、大
学
・
学
部
・
学
科
等
の
純
増
に
よ
る

量
的
拡
充
と
い
う
方
向
性
は
あ
り
得
ず
、あ
く
ま
で
も
既
存
の
学

部
・
学
科
等
の
組
織
転
換
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

し
た
が
って
、同
事
業
の
支
援
対
象
も
、学
位
分
野
が「
理
学
」

「
工
学
」「
農
学
」関
係
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
も
の
、も
し
く

は
含
ま
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
、「
学
部
再
編
等
に
よ
る
特
定
成
長

分
野
への
転
換
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。要
す
る
に「
成
長
分
野
」と

は
絡
ま
な
い
既
存
の
学
部
・
学
科
等
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
新
た
な

組
織
を
構
想
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。文
部
科
学
省
と
日
本
私
立

大
学
連
盟
と
の
意
見
交
換
に
お
い
て
も
、「
人
文
学
・
社
会
科
学

系
を
基
幹
と
し
た
編
成
・
増
員
は
対
象
と
は
な
ら
な
い
」こ
と
が

示
さ
れ
た
。ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
や
、理
系
が
メ
ジ
ャ
ー
で
文
系
が
マ
イ

ナ
ー
な
の
は
良
い
が
、文
系
メ
イ
ン
は
不
可
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
よ
って
提
示
さ
れ
て
い
る「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
通

じ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」が「
デ
ジ
タ
ル
分
野
等
の
リ
ス

キ
リ
ン
グ
に
向
け
た
投
資
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
こ
と
は
と
も

か
く
、文
部
科
学
省
も「
成
長
分
野
に
お
け
る
即
戦
力
人
材
輩
出

に
向
け
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
」を
打
ち
出
し
、２
０
２
２

年（
令
和
４
年
）度
第
２
次
補
正
予
算
で
17
億
円
が
認
め
ら
れ
た

が
、そ
の
実
施
内
容
の
ト
ッ
プ
に
も「
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
分
野
リ

ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

に
は
、正
直
言
って
少
々
げ
ん
な
り
す
る
。

本
来「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」と
は
よ
り
広
く
、深
い
概
念
な
の
で

あ
り
、人
間
と
は
何
か
、世
界
と
は
何
か
な
ど
の
哲
学
的
、思
想
的

な
問
い
や
、歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
異
文
化
と
の
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
な
時
代
に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の

を
学
び
直
す
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
って
、私
た
ち
多
く

の
私
立
大
学
が
自
信
を
も
って
提
供
で
き
る
の
は
こ
う
し
た
領
域

で
あ
る
。

２
． 

明
治
期
以
来
変
わ
ら
ぬ「
国
家
に
役
に
立
つ
人
材
養
成
」

も
ち
ろ
ん
政
府
や
文
部
科
学
省
が
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
等

に
注
力
す
る
理
由
も
背
景
も
理
解
で
き
る
し
、立
教
大
学
で
も
大

学
院
に
人
工
知
能
科
学
研
究
科
を
設
置
し
、学
士
課
程
教
育
に
お

い
て
も
全
学
生
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
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目
指
し
て
い
る
。環
境
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
文
理
連
携
型

新
学
部
の
新
設
も
現
在
構
想
中
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら

の
新
し
い
展
開
も
、立
教
大
学
が
創
立
以
来
、大
切
に
し
て
き
た
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
し
っ
か
り
と
守
り
、さ
ら
に
充
実
し
た
上
で

の
こ
と
で
あ
って
、そ
れ
ら
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
上
で
ビ
ル
ド
す
る
な

ど
と
い
う
発
想
は
微
塵
も
な
い
。近
年
の
異
常
な
ま
で
の「
デ
ジ
タ

ル
人
材
無
双
状
態
」に
は
、今
後
の
日
本
の
高
等
教
育
の
行
く
末

に
大
い
な
る
不
安
を
禁
じ
得
な
い
。

現
在
、国
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、ま
さ
し
く
明
治
政
府
の

欧
米
諸
国
に「
追
い
つ
き
、追
い
越
せ
」政
策
の
焼
き
直
し
で
し

か
な
い
。こ
れ
で
は
、実
際
の
と
こ
ろ
、日
本
の
教
育
、こ
と
に
大

学
教
育
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
、欧
米
の
高
等
教
育
に
追
い
つ
く

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
教
育
」と
は
国
家
の
た
め
の
道
具
で

は
な
く
、学
校
と
は
国
家
に
有
益
な
均
質
的
人
材
を
効
率
良
く

生
産
す
る
た
め
の
工
場
な
ど
で
は
な
い
。教
育
と
は
あ
く
ま
で

も
、「
ひ
と
」一
人
ひ
と
り
の
人
格
を
陶
冶
し
、そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
社
会
、世
界
に
福
利
を
も
た
ら
す
た
め
の
尊
い
働
き
な
の
で
あ

る
。そ
の
よ
う
な
願
い
と
思
い
を
も
って
、米
国
聖
公
会
か
ら
の
宣

教
師
で
あ
っ
た
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
、お
よ

そ
１
５
０
年
前
の
１
８
７
４
年
、東
京
・
築
地
に「
立
教
学
校
」 

（St. Paul’s School

）を
創
設
し
た
こ
と
を
、私
た
ち
は
決
し
て

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

１
８
７
４
年
当
時
は
、未
だ
政
府
に
は
明
確
な
教
育
政
策
と
言

え
る
も
の
は
な
く
、学
制
を
制
定
し
た
後
も
し
ば
ら
く
は
官
営
諸

学
校
の
準
備
が
進
ま
ず
、や
む
を
得
ず
、立
教
学
院
を
は
じ
め
と

す
る
ミ
ッ
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
を
補
完
的
な
存
在
と
し
て
容
認
し
て
い

た
。し
か
し
な
が
ら
徐
々
に
官
営
学
校
教
育
制
度
が
整
っ
て
く
る

と
、必
ず
し
も
明
治
政
府
の
意
向
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
教
育
方
針
に

反
映
し
な
い
私
立
学
校
、と
り
わ
け
欧
米
ミ
ッ
シ
ョン
と
連
動
す
る

キ
リ
ス
ト
教
系
諸
学
校
を
い
か
に
学
校
教
育
行
政
の
下
に
管
理
す

る
か
が
大
き
な
課
題
と
なっ
た
。

明
治
期
に
お
い
て
、日
本
政
府
は
、欧
米
の
高
度
に
発
展
し
た
科

学
と
、そ
れ
に
連
動
す
る
強
力
な
軍
事
力
に
対
抗
す
る
た
め
、い
わ

ゆ
る
富
国
強
兵
政
策
を
推
進
し
た
。富
国
強
兵
政
策
の
実
体
と

は
、近
代
産
業
化
の
完
遂
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
は「
国
家
に
役
に

立
つ
人
材
養
成
」は
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
、教
育
行
政
は
非
常
に

重
要
な
要
素
と
な
っ
た
。こ
の
国
家
の
要
請
に
対
応
し
得
る
国
民

の
養
成
が
、日
本
に
お
け
る
教
育
政
策
の
中
心
と
な
り
、そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず「
実
学
教
育
」に
ほ
か
な
ら
な
かっ
た
。

教
育
行
政
は
国
家
に
よ
って
統
制
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、学
校
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教
育
の
指
針
と
内
容
は
、文
部
省
に
よ
る「
許
認
可
権
」の
も
と
、

具
体
的
に
は
行
政
指
導
と
し
て
完
全
に
管
理
さ
れ
た
。こ
う
し
て

明
治
期
に
開
始
さ
れ
た
近
代
日
本
に
お
け
る
教
育
と
は
、あ
く
ま

で
も
国
家
政
策
に
奉
仕
す
る
た
め
の
教
育
と
な
り
、そ
の
思
想
の

下
に
あ
ら
ゆ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。国
家
教
育
権
を

徹
底
す
る
上
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の「
建
学
の
精
神
」に
基
づ
く

教
育
理
念
を
主
張
す
る
私
立
学
校
は
、そ
も
そ
も
国
家
に
と
って

好
ま
し
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

帝
国
大
学
の
み
を
大
学
令
に
よ
っ
て「
大
学
」と
認
可
し
、私

立
大
学
に
対
し
て
は
、専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
と
し
て
の
み
認

め
、大
学
令
に
よ
る
認
可
を
意
図
的
に
遅
ら
せ
た
。大
学
令
は
、

１
９
１
８
年
に
公
布
、１
９
１
９
年
に
施
行
さ
れ
た
が
、私
立
大
学

で
大
学
令
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
の
は
、慶
應
義
塾
大
学
、早
稲

田
大
学
、明
治
大
学
、法
政
大
学
、中
央
大
学
、國
學
院
大
學
、同

志
社
大
学
等
が
１
９
２
０
年
で
、立
教
大
学
は
さ
ら
に
２
年
後
の

１
９
２
２
年
の
こ
と
で
あ
る
。１
８
７
２
年
の「
学
制
」に
よ
る
官

立
大
学
の
設
立
以
来
、遅
れ
る
こ
と
、実
に
半
世
紀
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。現
代
に
も
引
き
継
が
れ
る
、私
立
学
校
を
国
公
立
学
校
の

補
完
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
官
尊
民
卑
的
な
思
想
の
淵
源

は
こ
こ
に
遡
る
。以
来
、日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、徹
底
し
た
実

利
主
義
、現
実
主
義
に
よ
っ
て
成
立
し
、一
方
で
、そ
れ
が
国
家
に

よ
っ
て
管
理
統
制
さ
れ
た
高
品
質
の
労
働
力
創
出
に
つ
な
が
り
、

世
界
史
的
に
も
類
を
見
な
い
急
速
な
産
業
化
を
達
成
し
得
た
と

も
言
え
る
。こ
の「
成
功
体
験
」こ
そ
が
、現
在
の
政
府
、文
部
科

学
省
の
諸
政
策
の
根
源
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、当
時
の
日
本
政
府
の「
国
家
に
有
益
な
人
材

養
成
」と
い
う
教
育
方
針
が
、功
利
主
義
、物
質
主
義
、技
術
・
実

学
偏
重
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
批
判
し
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
根

拠
を
持
つ
全
人
格
的
な
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
た
。第
二
次
世
界

大
戦
後
、日
本
の
各
大
学
は
、米
国
の
占
領
政
策
も
あ
り
、米
国
の

大
学
を
模
倣
し
て
い
わ
ゆ
る
教
養
課
程
を
置
く
が
、実
際
の
と
こ

ろ
は
、文
部
官
僚
は
も
と
よ
り
、当
の
大
学
関
係
者
も
本
来
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
的
教
養
教
育
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
な
かっ
た
。

実
学
教
育
偏
重
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
、依
然
と
し
て
、哲
学
、

宗
教
、思
想
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ヒュ
ー
マニ
テ
ィ
ー
ズ
な
ど
は「
虚

学
」と
し
て
軽
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。少
な
く
と
も
、実
学
と
虚
学

は
分
離
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、両
輪
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。近
年
で
は「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」は
一
種
の

流
行
語
と
な
っ
た
感
も
あ
る
が
、そ
の
理
解
の
実
体
は
明
治
期
以

来
、本
質
的
に
変
わって
は
い
な
い
。
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３
． 

日
本
に
お
け
る「
実
学
」偏
重
の
文
脈

日
本
最
初
の
近
代
型
大
学
は
、１
８
７
７
年
に
誕
生
し
た
東
京

帝
国
大
学（
東
京
大
学
）で
あ
る
が
、東
京
大
学
設
置
の
意
図
は
、

西
欧
で
発
展
し
た
学
問
拠
点
の
形
成
に
あ
っ
た
。し
か
し
、東
京
大

学
は
世
界
の
大
学
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
実
に
特
殊
な
構
成
を
持
っ

て
い
た
。す
な
わ
ち
、「
神
学
部
」が
な
く
、「
理
学
部
」が
あ
り
、

１
８
８
６
年
に
は「
工
学
部
」を
事
実
上
、設
置
し
た
と
い
う
点
で

あ
る
。西
欧
の
大
学
に
お
け
る
必
要
条
件
と
し
て「
神
学
部
」の
存

在
が
あ
っ
た
。「
神
学
」を
中
核
的
に
担
う
場
が
な
け
れ
ば
、そ
れ
は

欠
陥
大
学
と
さ
れ
た
。ま
た
、実
は
欧
米
の
大
学
で「
理
学
部
」が

設
置
さ
れ
た
の
は
ド
イ
ツ
で
１
８
７
５
年
の
こ
と
な
の
で
、そ
の
わ

ず
か
２
年
後
に
東
京
大
学
に
理
学
部
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。「
工
学
部
」に
至
って
は
、当
時
、世
界
中
の
総
合
型
大
学
内
に

「
工
学
部
」を
設
置
し
て
い
た
例
は
他
に
存
在
し
な
い
。１
８
９
７

年
創
立
の
京
都
大
学
は
当
初
か
ら
半
数
近
く
の
学
生
が
工
学
部

生
で
あ
っ
た
。日
本
の
大
学
は「
神
学
」な
し
の「
工
学
」あ
り
と
い

う
特
徴
が
あ
り
、欧
米
の
大
学
理
解
か
ら
す
れ
ば
、こ
れ
は
極
め
て

異
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

欧
米
の
人
々
に
と
って
、「
神
学
」は
大
学
に
と
って
の
生
命
線
で

あ
る
一
方
、「
工
学
」を
大
学
と
い
う
場
で
行
う
こ
と
に
は
大
き
な

抵
抗
が
あ
っ
た
。そ
も
そ
も
の
学
問
や
知
の
根
拠
は
、創
造
者
が
書

い
た「
自
然
」や「
宇
宙
」、「
人
体
」と
い
う「
テ
キ
ス
ト
」を「
読

む
」こ
と
で
あ
り
、こ
う
し
た
認
識
は
、現
代
に
お
い
て
も
息
づ
い

て
い
る
と
言
って
過
言
で
は
な
い
。実
利
的
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、技
術
的
知
識
や
方
法
の
類
を「
大
学
」と
い
う
場
で
取
り
上
げ

る
こ
と
に
は
強
烈
な
拒
否
感
が
あ
っ
た
。

西
欧
に
お
い
て
は「
科
学
」と「
技
術
」の
間
に
明
確
な
分
岐

が
あ
り
、住
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。「
科
学
」（
自
然
哲
学
）

は「
知
」の
領
域
と
し
て「
大
学
」に
お
い
て
担
わ
れ
、工
学
で
扱

う
よ
う
な「
技
術
」は
む
し
ろ
ギ
ル
ド
な
ど
の
職
人
の
人
々
に
よ
っ

て
、し
っ
か
り
と
為
さ
れ
て
い
た
。例
え
ば
、マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
は
１
８
６
１
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、日
本
語
訳
で
は

「
大
学
」で
あ
る
が
、正
式
な
英
語
表
記
は
、M

assachusetts 
Institute of Technology

と
、あ
く
ま
で
もinstitute

で
あって
、

university

やcollege

で
は
な
い
。

日
本
に
は
、最
初
か
ら「
科
学
」と「
技
術
」の
峻
別
は
存
在
し

な
かっ
た
。私
た
ち
も「
科
学
技
術
」と
ひ
と
か
た
ま
り
で
呼
称
し
、

理
解
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
、ま

さ
に
日
本
が
、「
知
」と
は
何
か
と
い
う
問
い
や
、「
神
学
」と「
科

学
」の
歴
史
的
な
親
密
性
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
抜
き
に
近
代
化
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に
踏
み
出
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。な
ぜ「
神
学
」ぬ
き
、「
工

学
」あ
り
の
学
校
を
西
欧
で
は「
大
学
」と
呼
ば
な
い
の
か
を
理
解

で
き
な
かっ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、日
本
は
当
初
か
ら「
神
学
」に
縛
ら
れ
ず
に
、実

利
的
な「
科
学
技
術
」と
し
て
の
研
究
に
純
化
で
き
た
が
ゆ
え
に
、

そ
の
後
の
急
速
な
近
代
工
業
化
を
実
現
で
き
た
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
。日
本
に
お
い
て
は
、大
学
で
の「
学
問
」と
は
常
に
実
学
的
、

実
利
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。日
本
は
、産
業
化
や
技
術
発
展
に
お
い

て
は
間
違
い
な
く
成
功
し
た
と
言
え
る
が
、そ
れ
と
引
き
換
え
に
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
深
い
と
こ
ろ
で
の
理
解
、そ
し
て
そ
れ
ら

を
支
え
る
豊
か
な
思
想
性
の
涵か
ん
養よ
う
を
軽
視
し
て
き
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

４
． 

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
必
要
と
し
て
求
め
る
人
間
と
は

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
が
大
切
に
す
る
の
は
、批
判
す
る
こ
と
、

批
判
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、真
理
と
は
何
か
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ

り
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。自
己
の
存
在
を
知
り
、他
者
の
存
在
に
気

づ
き
、人
間
を
学
び
、世
界
を
読
み
解
く
こ
と
、い
わ
ゆ
る「
常
識
」

「
定
説
」を
疑
う
こ
と
、「
権
威
」を
問
い
、相
対
化
さ
せ
る
こ
と
、

自
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
書
・
原
文
、第
一
次
資
料
に
あ
た
り
、読
み
、

確
か
め
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、言
語
を
修
得
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
あ
り
、日
本
に
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
実
際
に
海
外
に

ま
で
出
か
け
て
い
き
、自
分
の
目
で
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
本
当
に
必
要
な
智
。他
者
の
痛
み
に
共

感
し
、共
苦
で
き
る
感
性
。世
界
史
的
、人
類
史
的
な
世
界
観
と

歴
史
的
、科
学
的
認
識
。多
文
化
世
界
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

国
際
性
の
涵
養
を
本
質
的
な
核
と
す
る
の
が「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」

で
あ
る
。そ
の
学
び
を
通
じ
て
、学
ぶ
者
が
世
界
を
読
み
解
く
力

を
、そ
し
て
、世
界
を
変
え
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
う
し
た
理
解
の
も
と
に
、２
０
１
６
年
度
か
ら
、立
教
大
学
は

新
た
な
学
士
課
程
教
育
の
仕
組
み
で
あ
る「RIKKYO

 Learning 
Style

」を
開
始
さ
せ
た
。現
在
、こ
の「RIKKYO

 Learning 
Style

」を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
た
め
改
革
を
開
始
し
て
い
る
。立
教

大
学
の
学
生
は
、「RIKKYO

 Learning Style

」を
通
し
て
、学

ぶ
こ
と
の
意
味
を
深
め
、学
ぶ
た
め
の
技
法
を
マ
ス
タ
ー
し
、リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
の
本
質
を
全
員
が
修
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

私
た
ち
は
、本
物
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
よ
って
鍛
え
ら
れ
た
者

た
ち
こ
そ
が
、こ
れ
か
ら
の
社
会
が
必
ず
必
要
と
し
て
求
め
る
人

間
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。


